
編集 f表記

2009年3月現在、経済・金融市場のグローパリゼーションとそのフラット化を背去にした金融市

場の危機は、かつてない勢いで世界同時不況としてJえが固にも押し寄せ、私たちの経済生活はもち

ろん、日常ll~ な教育li~·!fr!1の至る 19Tでi架]ilj ~：リスクと日約国をつきつけています。高度な情報の収集と

分析・処理が通常化してしまった状況下では、 {Ji）えば、企業は存r.fi'• itim調整と消費動向について

先を争って先読みし、リスクに備えるのですが、そのようなめまぐるしい変転に、人間の感覚はと

てもついていけないという事態が生じています、私たちの日々の生活感覚においてはそれと実感で

きないのに、次の朝、 IIを覚ますと突如織を失っていたり、生活不安のq－，にあるといった速さで

しょうか。

教育目的として、次の世代の人たちに、このような危機にあって、生きる）jと迅速な情報収集と

分析能力、即効的な探究力を育んでいくことが重要で、あることは言うまでもありませんじしかし他

万で、救育者としては、表面的な経済・会副！状況に閉する目先の指標や報道に惑わされることなく、

インピジブルに進行中の諸問題、新たな格差化、多元化する佃ifl在、多文化・他民族の共生、ジヱン

グ一、イデオロギーの対。：などにH：視していくことも重要ですc， これらのインピジブルな次元にi主

主を傾ける感覚とともに、冷静に状況を分析し、判断できる力、問題状況を打開できる想像力と実

践力を7苛むことが真に求められていることのように忠われますσ

前者の課題は、性急なカリキ斗ラム改革や学力観となって現れますが、後者の課題については、

直ちに成果がfc;Jられるような教育の題材とならないことからなかなか理解が得られないでしょう ω

しかし、中等教育に携わる；仏たちのミッションとしては、このような危機的なH寺代であるからこそ、

点に人間の諸価値と社会の絶えざる発展のための人材育成のためにできるミとを究明すべきだと考

える次第です。（編集委員、日）
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